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取扱説明書 

お買い上げいたださちりぴと 
弓ございまず。 

IA 警告 I 電気製品は安全のた 
めの注意事項を守らないと、火 
災や人身事故になることびあ 
0ます。 

この取扱説明書には、事故を 
防ぐための重要なを意事項と 
製品の取り扱いかたをおして 
います。この取扱説明書をよ 
くお読みのラえ、製品を安全 
にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見ら 
れるところに必ず保管して< 
ださい。 


• ポータプルオーディオプレーヤー 
を接続しスピーカーとして使える 
キヤ U ングケースを付属。が出先 
などで気軽にスピーカーから音楽 
をお楽しみいただけます 
• イヤーレシーバーには密閉度び高 
く、長時間使巧でち快適で安定し 
た装着性を実現した、八イブリツ 
ドイヤーピースを採用 （ S , M , L サ 
イズ付属） 

• イヤーレシーバーのコードの長さ 
を調節でさるアジヤスター付属 


イヤーレシーパーの 

ほいかた 


A 警告 I 0 

巧全のために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設 
計されています。しかし、電気製品 
はすべて、まちびった使いかたをす 
ると、火災や感電などにより人身事 
故になることびあり危険です。事故 
を防ぐために;欠のことを必ずお守り 
<ださい。 

• 接続先の取掘説明書ち必ずお読み 
<ださい。 

• 安全のために注意事項を巧る。 

• 故障したら使わない。 

. 万一異常び起をたら、ソニーの相 
談窓□、またはお買い上げ店に修 
理を依頼する。 

0 

交巧まをのために 

運転中は使用しない 

自動車やバイク、自乾車などの運乾 
中はイヤーレシーパ‘一は絶巧に使わ 
ないでください。交通事故の原因と 
な0まず。 

運転中ムソがでも、踏切や駅のホーム、 
車の通る道、工事現場など、周囲の 
音が聞こえないとを睽な場所では使 
わないでぐださい。 

A 警告 I Q 

内部に水や男物を入れ 
なし、 

水や異物び入ると乂災や感電の原因 
となります。万一、水や異物び入っ 
たとさは、すぐにスイッチを切り、 
ACJ ':ワーアダプターや充電器をコン 
セントから损いて、お買い上げ店ま 
たはソニーサービス窓□にご柏談く 
ださい。 


拉注意 1 の 

• 耳を刺激するよラな大き 禁と 

な音量で長時間続けて聞くと、聴 
力に悪い房響を与えることびあり 
ます。耳を巧るため、音量を上げ 
すぎないよラにご注意 < ださい。 

• このイヤーレシーバーは、音量を 
上げすぎると音びがに漏れます。 
音量を上げすざて、まわりの人の 
迷惑にならないよラに気をつけま 
しよラ。雑音のをいところでは音 
量を上げてしまいびちですび、イ 
ヤーレシーバーで聞<と去はいつ 
ち呼びかけられて返まびでをる< 
らいの音量を目安にしてください。 

• イヤーレシーバーび肌に合わない 
と感じたと去は早めに使用を中止 
して、医師またはソニーの相談窓 
□、お買い上げ店にご柏談くださ 
い。 

• このイヤーレシーバーは、密閉度 
を高めていますので、強く押され 
た場合、鼓膜などを痛める危険び 
あります。他の人と強<接細した 
り、ボールなどび飛んでくるよラ 
な場所では使巧しないでください。 
また、イヤーレシーバーを耳に巧 
しつけると、振動板から音び生じ 
る場合びありますび、故障ではあ 
りません。 

• 本機を使用中に気分び悪くなった 
場合は、すぐに本機の使巧を中止 
して < ださい。 

• イヤーピースはしっかり取り付け 
て<ださい。イヤーピースびがれ 
て耳に鶏ると、けびや病気の原因 
となることびあります。 


風の印のついたほうをち耳に、のの 
印のついたほラを左耳に付けてくだ 
さい。 


ステレオ5ニプラグ対応の機器に接 
続で さます。 



◎备 


コードスライダーの使いかた 
個回参照） 

コードスライダーを上下に動かして、 
コードの分岐を調節することびでを 
ます。 

コード長アジャスター(付属) 
の使いかた（図固参照） 

図のよラにコードを卷きつけて長さ 
を調節でをます。 

(卷きつける長さは5日 cm までを目 
安に調節してください。それ切上巻 
をつけるとコードびはずれやすくな 
ります。） 

1コードをききつける。 

2みぞに差し込んで固定ずる。 
ごま意 

• プラグやコード分岐部分を巻をつけない 
よラにしてくださレ。負担びかかりやす 
く断線につなびる恐れびあります。 

• コード長アジャスターはスピーカー付を 
キヤ U ングケースに収納でさません。 


イヤーピースの正し 
ぃ装着方法 

イヤーピースび耳にフイットしてい 
ないと、低音び聞こえないことびあ 
ります。より良い音質を楽しんでい 
ただくためには、イヤーピースのサ 
イズを交換したり、おさまりの良い 
位置に調整するなど、ぴったり耳に 
装着させるよラにしてください。 
お買い上げ時には、 M サイズび装着 
されています。サイズび耳に合わな 
いと感じたとさは、付属の L サイズ 
や S サイズに交換して<ださい。付 
属料がにも S サイズよりもルさい SS 
ヴイズを別売しています。 

イヤーピースびはずれて耳に残らな 
いよラ、イヤーピースを交換する際 
には、イヤーレシーバーにしっかり 
取り付けて < ださい。 

イ ヤーピースの サイズ 
(内側の色） 


小さい < fc 大さい 


SS (別売） 

S 

M 

L 

(ホ） 

(惶） 

(緑） 

(水色） 


断面図 



イヤーピースをはずすとさは 

イヤーレシーバーを片手で押さえ、 
ちラー方の手でイヤーピースを軸ご 
とねじりなびらはずします。 



をヒント 

イヤーピースび滑0やすくはずしにくいと 
をは、乾いた柔6かい布で<るむとはずし 
やす <な0まず。 

イヤーピースをつけるとさは 

イヤーレシーノ く一の突起部分び完全 
に隠れるまで、イヤーピースの着色 
部分を押し込んで < ださい。 












スピーカー付をキヤリ 
ングケ ースの 使いかた 

開まかた 


1背面カバーを図のようにつま 
む。 



イヤーレシーパーを 収細ずる 

1イヤーレシーパーののと@ぞ 
確認して、イヤーレシーパ’一を 
くぼみに入れる。 



2コードを図のようにきき、金 
メツキ L 型-ニプラグを中央の 
くぼみに入れる。 



巧じかた 

1背面カバーをスピーカー部と合 
わせる。 



2背面カバーを}甲して閉じる。 



接続する 

1ステレオ5ニプラグとコードを 
はずず。 



2背面カバーの切込みか5コード 
び出るよ5に背面カバーを閉じ 
る。 



3スピーカー付きキヤリングケー 
スを接続ずる。 

音量は接続した機器のボ U ューム 
で調整してください。 



ごま意 

接続する機器によっては、ボリュームを最 
大にしてち音び小さ<聞こえる場合びあ0 
ます。 


取り巧い上のごを意 まな仕様 


• 落としたりぶつけたりなどの強い 
ショックを与えないでください。 

• ユニッ ト部はていねいに掘って< 
ださい。 

• 湿気やほこり、油煙、湯気のをい 
場所や直射曰光のあたる場所には 
置かないでください。故障の原因 
とな0ます。 

• 常に良い音でお聞をいただ<ため 
に、プラグを時々柔らかい巧でか 
らぶきし、清潔に保ってください。 

• 汚れは、乾いた柔らかい巧でふを 
取ってください。その隙、ユニッ 
卜部に息を吹きかけることはしな 
いで<ださい。特にプラグ部分を 
巧れたままにしておくと、音質び 
悪<なったり、音びとぎれたりす 
ることびあります。 

• イヤーピースのお手入れは、イヤー 
レシーバーからイヤーピースをは 
ずし、ラすめた中性洗剤で手洗い 
してください。洗浄後は、水気を 
よくふいてからご使用ください。 

• イヤーピースは長期の使巧-保を 
により劣化する恐れびあります。 

• イヤーピースは消耗品です。破損 
したら交換して < ださい。 

• スピーカー付きキヤ U ングケース 
は;欠のよラな場所には置かないで 
ください。 

一直射曰光の当たる場所や熱機具 
の近<など、温度の高い所 
一湿気やほこりのある所 
一 振動のある所 

• TV 、 時計、クレジ ッ トカードなど 
磁気の診響を受ける物はスピー 
カー付をキヤ U ングケースの近< 

に置かないで < ださい。 

• スピーカー付きキヤ U ングケース 
を清掃する隙、シンナーやべンジ 
ン、アルコールなどは表面の仕上 
げを傷めますので使わないで<だ 
さい。 


イヤーピースを交換する場合は、 
別売の EP - EX 10 シ U - ズ （ SS , S , 
M , L ) の各サイズをお買い求めく 
ださい。 


万一故障した場合は、巧部を開け 
ずに、ソニーの相談窓□、または 
お買い上げ店にご柏談ください。 


静電気に関ずるご注意 

空気び乾燥する時期に耳にピ U ピ U 
と痛みを感じることびありますび、 
イヤーレシーバーの故障ではなく人 
体に蓄積される静電気によるちので 
す。静電気の発生しに<い天然素材 
の巧服を身に着けていただ<ことに 
より軽減されます。 


イヤーレシー バー卽 (MDR-EX35LP) 

お式： 密閉ダイナ S ック型 

ドライパーユニット： 

弓 mm 、 ドーム型に CAW 採用) 
最大入力 ： lOOmW CIEC *) 
インピーダンス： 

16 Q (1 kHz にて） 

音圧感度： lOOdB/mW 
再を周波数帯域： 

6〜23000 Hz 

コード： 1.2 m U ッツ線 Y 型コード 
プラグ：金メッキステレオ S ニプラグ 
質量： 約 3 g (コード含まず） 

スピーカー卽 (DRC-SC1) 

型式： 密閉型 

博巧スピーカー： 

直径48 mm 
インピーダンス： 

8Q 

定格入力 0.05 W 

入カ ステレオ S ニプラグ付を入力 

コード（約日. 13 m ) 

その他 

付属品：イヤーピースじ、 M 、 L 各 2) 
スピー カー 付をキヤ U ングケー 
ス （1) 

コード長アジヤスター (1) 

* IEC (国際電気標準会議）規格による測定 
値でず。 

本機の仕様おぶび外観は、改良のため予告 
な<変更することびあ0ますび、ご了承< 
ださい。 


保証書と 

アフターサービス 

巧話書について 

• この製品にはな証書び添付されて 
いますので、お買い上げの際お受 
け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容を 
お確かめのラえ、大切に保存して 
<ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1 
年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとさは 

この説明書をもラー度ご覧になって 
お調べ < ださい。 

それでち具合が悪いとさは 
ソニーの相談窓□、またはお買い上 
げ店にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理さ 
せていただをます。 

詳しくはな証書をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご 
票望によ0有料修理させていたださます。 


よ<あるお間い合わせ、解ず方法などは 
ホームページ巧ごま用<ださい。_ 


http://www.sony.co.jp/support 
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